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京都滞在中，修学旅行生に感染疑いが生じた場合の対策について 

 平素より，京都への修学旅行の実施につきまして，格別の御理解と御協力を賜り，

厚く御礼申し上げます。 

このたび，京都滞在中，修学旅行生に発熱等の新型コロナウイルスの感染疑いが生

じた場合については，別紙のとおり対応いたしますので，お知らせします。 

貴教育委員会におかれましては，修学旅行生と京都府民・市民，双方の安心・安全

の確保のため，今後の修学旅行の実施において御活用いただければ幸いです。  

なお，都道府県教育委員会の御担当者様におかれましては，管内の市町村教育委員

会に広く御周知いただきますよう，御協力をよろしくお願いいたします。 

 

＜参考１＞修学旅行ガイドライン「新しい修学旅行「京都スタイル」～京都発 ウィ

ズコロナ社会での安心・安全なおもてなし～」について（京都観光推進協議会発行） 

別紙の内容を反映させたうえで，追って改訂版が発行される予定です。 

 

＜参考２＞修学旅行専用電話の設置について 

京都への修学旅行に関し，現在，２つの相談電話を設置しています。 

 ①修学旅行専用電話相談窓口 

（京都観光推進協議会事務局） 

②きょうと修学旅行専用 

２４時間感染電話相談窓口 

電話番号 ０７５－７４４－１３０８ ０７５－７０８－３６７６ 

受付時間 平日午前９時～午後５時 

（ただし，正午～午後１時を除く。） 

土日祝日を含む２４時間 

対象 広く一般的な相談 現に京都に滞在中の修学旅行生に関す

る相談 

受付内容 新型コロナウイルス感染症に係る

取組をはじめ，京都への修学旅行を

検討中の学校等からの修学旅行に

関する様々な相談に応じる。 

京都滞在中，新型コロナウイルスの感

染疑いが生じた場合に，健康上の相談

や医療機関の紹介を行う。 

 ※ 修学旅行前の相談は，①の相談窓口で対応します。京都滞在中の緊急時に適切に対応

できるよう，②の相談窓口の混線を回避するため，内容に応じた使い分けに御協力をお

願いします。（②でお受けした一般的な相談は，①を御案内することになります。） 

担当：牧野，原田 
電話：075-746-2255 

御中 

（裏面あり） 



※ 体調不良時の対応における留意点 

新型コロナウイルス感染症により，京都市内においても，全国と同様に医療機関への

負担が増しており，提供できる医療が通常時とは異なります。 

このため，学校関係者のみなさんに，児童生徒，また引率者の体調不良時に，急を要

する体調悪化などを除き，現下の医療の状況を踏まえて慎重に病院受診の判断をしてい

ただくことが必要です。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                         

 

   

京都滞在中に 
コロナの疑似症が発生 

きょうと修学旅行専用２４時間相談電話 
075-708-3676 

医療機関を受診，医師による診察 

感染の有無についての検査
が必要と判断された場合 

基本的に抗原検査を実施※１ 
(検査費用は公費，初診料等は自費

（保険適用あり）) 
 

結果判明まで待機※２ 
入院対応の場合は自費 

陽性の場合 

入院(公費) ※４ 

など，保健所の 
指示に従って対応 

ケガをはじめ，症状等から明らかに新型コロナウイルス
ではない場合は，最寄りの病院（滞在中の宿泊施設のか
かりつけ医等）を受診してください。 

修学旅行 新型コロナウイルス感染症疑似症発生時の対応フロー 

（宿泊施設で修学旅行生に疑似症が発生した場合を想定） 

重要この時点で学校にお願いしたいこと 

当該生徒が陽性となった場合を想定
し，検査結果判明後に速やかに対応でき
るよう，次の準備をお願いします。 

①発症２日間前以降における当該生徒
の行動歴や他の生徒との接触状況を
確認し，「濃厚接触の可能性がある
者」を抽出する。また，生徒の体調を
改めて確認する。 

②団体一行での帰宅方法も含め，その
後の計画の見直しを検討する。 

 

団体一行は結果判明まで待機※２ 

学校は２４時間
相談電話に連絡 
 (075-708-3676) 

保健所等からの指示や助言に基づい
て対応 

（その他の生徒への対応） 

保健所が濃厚接触者を特定※３ 

 
※この時点で，発症２日前以降における「濃厚接
触の可能性がある者」が抽出されていると，よ

り迅速な作業につながる 

※１ 検査結果判明までの迅速性等を考慮し，抗原検査の実施を基本とします。 

※２ 原則として，宿泊中の宿泊施設での待機をお願いすることとなります。待機の際には，でき

る限り生徒同士などの接触を控えるようにしてください。 

なお，諸般の事情により当該宿泊施設での待機が困難な場合に備え，京都市で待機場所を確

保しています。（保健所の要請に基づく待機に際して利用でき，施設利用料は京都市が負担し

ます。ただし，待機場所の収容人数には上限（概ね９０人）があります。） 

※３ 濃厚接触者の範囲は，学校による「濃厚接触の可能性がある者」の抽出結果を踏まえて，保

健所が判断します。 

※４ 入院中も保護者等と連絡が取れるよう，京都市で貸出用スマートフォンを準備しています。 

別 紙 

疑似症生徒の 
対応可能な医療機関を紹介 


